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■ 主催 / 認定特定非営利活動法人 大阪自然史センター、大阪市立自然史博物館、関西自然保護機構 
■ 協賛 / 株式会社 アクアテイメント、株式会社 エンウィット、桶本製作所 カエル工房、株式会社 ガードフォースジャパン、
協栄産業 株式会社、株式会社 ケンコー・トキナー、興和光学 株式会社、タイガー魔法瓶 株式会社、
株式会社 ニコンイメージングジャパン、一般社団法人 日本望遠鏡工業会、株式会社 阪神交易、株式会社 ビクセン、
株式会社 文一総合出版、招き鳥の巣、株式会社 モンベル、株式会社 レイマー
■ 協力 / 大阪生物多様性保全ネットワーク、大阪府森林組合、谷口高司鳥絵工房、日本野鳥の会 大阪支部

認 定 N P O 法 人
大阪自然史センター
のフェスティバル

http://www.omnh.net/npo/fes/2014/
〒546-0034 大阪市東住吉区長居公園1-23(認定特定非営利活動法人 大阪自然史センター内)
TEL:06-6697-6262　FAX:06-6697-6306　E-mail : fes2014@mus-nh.city.osaka.jp

大阪自然史フェスティバル事務局

2010年代の里山管理シンポジウムII

～薪のある暮らしは何を変えるのか～ 同時開催 シンポジウム
関連ブース

そ
の
1

そ
の
2

会場 ヤ
ン
マ
ー

ヤ
ン
マ
ー

フィ
ー
ル
ド
長
居

大阪自然史
フェスティバル
11月15　・16

9:30 1̃6:30
(入館は16:00まで)

関西文化の日

常設展・植物園
フェスティバル

入場無料

土 日

2014

�



�



 

 

2014 II  

  

 

  26 11 15 16  9 30 16 30 

   

    II 

  

 

                            

    

     

       

  

 

              

 

         

        NPO    

    2 3,300  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

100 5

 

 

60 23 83  

6 31 80  

10 2 20 8 30 3  

40 13 50 15 60 23  

70 11 75  

 

 

�



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NPO

 

�



 
 

 13:00 15:30   

                

 

  

 

  

  

 

  

  

 

  

   

 

 

    

 

 

 

 15:30 16:15  

 

5   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

�



 

 
 

 
 

 

NHK

 

 

 

 
 

1984
1985

1
2 35 36

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

1950 1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000

 (
)

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

,
 

1
0
00

  

 

 

 

 

 

 
 

30

 
 

 

 

�



 

 

 

 
8  

 

1986 

 

  
  

 

 

 

 
-1

10 30

331
3-8

 
RDB

RDB

11 

 

��



0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

~1980 1980-1984 1985-1989 1990-1994 1995-1999 2000-2004 2005-2009 2010,11 

 

0

5

10

15

20

25

30

35

 

 

 
CO2  

  

��



 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 
 

��



1999

2007

��



2011
1984

0

50

100

150

200

0

50

100

150

200

250

300

1984

cm

  

3g/    0.003g/

     

/    /

��



0

100000

200000

300000

400000

0 10 20 30 40

/
h
a

��



26%

39%

19%16%

( ) (

…

0

50

100

150

200

250

300

350

10 11 20 21 30 31 40 41 50 51 60 61 70

1981
1990
1995
2002

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

0 20 40 60

��



0

10

20

30

40

50

60

70

0 20 40 60 80 100 120

��



薪で変える里山と社会の関係

富山大学　芸術文化学部 
奥　敬一

2014/11/16　2010年代の里山管理シンポジウムII  
薪のある暮らしは何を変えるのか 求められていること

小面積皆伐により、若い林の混じるモザイク的な里
山林を作りたい 

↓ 
補助金頼み、ボランティア頼みだけではつらい 

↓ 
管理で生じる材を、資源（財）として利用できれば 

↓ 
材に経済的価値や生活の豊かさのような価値を加え
て、利用のための動機づけを生み出そう

理屈から→里山を使い直すための 
「実践」へ

現代版里山維持システム 
構築のための実践的研究 
（森林総合研究所　関西支所） 

H21～25

実際にやってみる：「社会実験」

スタートのひとつの例として 

想定する資源利用は「薪」としての利用 

→地域社会に薪ストーブを導入して寒冷期の熱エネルギー
として活用 

→これまで里山保全を担ってきた市民団体や行政、地域住
民自身による作業 

→地域住民は薪ストーブの利用を通して、生活の質の豊かさ
向上、里山管理の動機につなげる

なぜ薪ストーブか

利用するまでの加工が最低限で、おお
がかりな施設、装置、流通、維持管理
を必要としない 

燃焼効率が高く、欧米の環境基準を満
たす高性能のものが主流になっている 

火のある暮らしの楽しみがある 

もちろんストーブ以外にも使い方はい
ろいろ

20 10
年代のための

　里山シンポジウム

19 80
年代

19 90
年代

20 00
年代

－どこまで理解できたか、どう向き合っていくか－

里山保全の黎明、里山の意義の再発見
　1988「自然を守るとはどういうことか（守山弘）」

市民による里山保全の展開
　1992第１回全国雑木林会議
　 1995「里山物語（今森光彦）」
　  1996第１回森林と市民を結ぶ全国の集い

行政による施策・事業展開
　2000愛知万博「海上の森」開発断念
　 2002新・生物多様性国家戦略「第２の危機」
　  2007第三次生物多様性国家戦略「SATOYAMAイニシアティブ」
　　各地の自治体に里山条例、ナラ枯れの拡大
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薪をめぐる社会の動き（１）

年 研究 社会の状況

1998 奥、自宅に薪ストーブ導入

2004
奥、近畿大の学生と共に薪スト
ーブユーザーの研究始める

この頃、年間の薪ストーブ販売
台数約7,000台程度

2007
雑誌「薪ストーブライフ」創刊 
伊那でDLD薪宅配事業開始

2008
９月より、トヨタ財団助成金「里山
の”社会-生態システム”における動的
安定性回復のための社会実験」開始

ナラ枯れ近畿の都市近郊へ急速
に拡大

2009
４月より、「現代版里山」研究
開始 恵那で木の駅プロジェクト

「社会実験」の構成

経済的効果、化石燃
料代替の効果は？ 

薪確保の労力は？ 

里山への関心や生活
の質はどう変わる？ 

里山保全の動機を生
み出せるのか？

里山林小面積 
皆伐試験地

薪の生産

地域社会

小規模分散型の熱利用設備 
として薪ストーブを導入

モニター家庭
モニター事業所

NPO等による作業

観察 
管理参加

社会実験のフィールド

◎

◎

長岡京市

大津市 
（旧志賀町）

● 森林総研 
関西支所

大津試験地

薪を使う住民自身が直接
里山の資源利用に取り組
むモデル 

比良山系の山裾  

冬期間は寒い日が続く 

既存の薪ストーブユーザー
も多い 

里山林は小規模な私有地
が中心

長岡京試験地

これまで里山保全を継続してきた協議会を
中心に、行政、市民団体などが共同で取り
組むモデル 

高級タケノコの生産地として有名 

もともと共有地としての利用が行われてい
た里山林での試験

薪ができるまでの流れ

��



地域社会へ薪ストーブを導入

モニターとして一
般家庭や学校等に
薪ストーブを導入 
�

大津市３箇所 
長岡京市３箇所

薪ストーブ日記
５月～10月の記入の仕方
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＋光熱費の記録＋聞き取り調査＋温湿度ロガー

エネルギー利用の変化
Ａ家のエネルギー使用量変化 
2009：ガスファンヒーター、 エアコン、
電気ストーブ、ホットカーペット 

↓ 
2010以降：ほぼ薪ストーブのみ

Ｂ家のエネルギー使用量変化 
2009：灯油ヒーター、 電気ヒーター 

↓ 
2010以降：ほぼ薪ストーブのみ

電力kwh

ＬＰガスm3 灯油ℓ

��

����

����

����

����

�����

�����

�����

Ａ家 Ｂ家 

��

���

���

���

���

����

����

����

Ａ家 Ｂ家 
��

���

����

����

����

����

����

����

Ａ家 Ｂ家 

20
08
～
09
冬

20
08
～
09
冬

20
08
～
09
冬

20
08
～
09
冬

09
～
10

09
～
10

09
～
10

09
～
10

09
～
10

20
08
～
09
冬

10
～
11

10
～
11

10
～
11

10
～
11

10
～
11

11
～
12

11
～
12

11
～
12

11
～
12

11
～
12

ストーブ導入前 ストーブ導入後

参考：電気料金約25円／kwh

参考：LPガス料金約5～600円／
m3 参考：灯油価格約100円／ℓ

CO2排出削減への貢献

B 家 CO2 排出量kg-CO2
3,000.0

2,500.0

2,000.0

1,500.0

1,000.0

500.0

0.0

薪ストーブ導入前の冬季     2,610.2
薪ストーブ導入後の冬季     1,753.9
CO2 削減量                            856.3

CO2 排出量 (kg-CO2)

薪ストーブ
導入前の冬季

薪ストーブ
導入後の冬季

A家 CO2 排出量

薪ストーブ
導入前の冬季

kg-CO2

薪ストーブ
導入後の冬季

2,500.0

2,000.0

1,500.0

1,000.0

500.0

0.0

薪ストーブ導入前の冬季     2,058.4
薪ストーブ導入後の冬季     1,595.6
CO2 削減量                            462.8

CO2 排出量 (kg-CO2)
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健康な生活ができているか

↑増加

↑健康

生活の質の変化
暮らしの豊かさの感じ方

森や自然に対する関心

↑豊かさの感覚

↑高い
関心
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里山からの薪を使うための仕掛け

薪割大会 
→薪ストーブユーザーの組織化
につながる 

勉強会 
→里山林における小面積皆伐方
式と資源利用の意義の浸透 

薪つかいワークショップ 
→地域での自発的な里山林活用・
整備へ

市民団体に参加したモニターさん

里山管理への関わり

様々な世代が参加できる
シカ柵張り

ナラ枯れ林を地域のユーザーたち
が自ら皆伐して利用する試み

薪需要の掘り起こし

薪割大会 
→関心を持つ層が一定数存在
することを確認 

薪利用状況調査 
→市内全戸調査で需要把握 

ストーブモニター見学会・
薪ユーザー交流会 
→薪利用への関心を高め、利
用者の意見聴取

薪の試験販売

当初300円／束で開始 

コストデータを得て、２年
目から500円／束に 

年間1000束前後を販売

�

�

� �

� �

�

�� �� �

�� ���� � �� ���� �

���� � � �
�

�� �� �

��

�� ��

�
�

�

� � � � � � � � �� �� �� �� �� �� �� �� ��
�������������� � �� �

�

�

�

�

�

� �
�

� �� � � � � � � �� �� � �� � � � � � � � � � �
������ ���� ���	
���
� ���������
�����
���

��
��

今回の研究での持続的薪生産の実測値
伐採から製薪までで概ね380（170～680）円／束 

柵張り補植などの更新コスト込みで550（320～790）円／束 
（概ね市中での小売価格並）  
  
一方、市販品価格は更新費を担保していないものが多い 

　 　薪利用を組み込んだ里山管理は、一定の実現性がありそう

小学校への薪ストーブ導入

「火入れ式」から遠足、育
苗、環境学習へと展開 

小学校の教育も、里山管理シ
ステムの一部に組み込める

��



市民団体との協働による 
モニタリング

伐採前の毎木調査と伐採後の更
新状況調査 

手順書を作成して、市民による
調査とモニタリングを実施 

小面積皆伐方式の有効性を確認

地域社会に起きたこと

里山整備によって出る材が、薪として資源に
なることが明確に認識されるようになった 

小面積皆伐が里山林の若返りに効果的である
ことが認識されるようになった 

環境への取り組みとしても認識され、学校教
育などへも拡がりができる 

生活へのプラスアルファの価値が、里山管理
への参加のための有力な動機付けとなった

薪をめぐる社会の動き（２）

年 研究 社会の状況

2010
4月、森林学会でシンポジウム 
10月、「2010年代のための里山
シンポジウム」開催

生物多様性条約第10回締約国会議
（COP10） 
京都ペレット町家ヒノコ、オープン

2011
12月、ワークショップ「薪復権
の道筋」開催

3月、東日本大震災 
この頃、年間の薪ストーブ販売台数
約10,000台程度

2012
10月、東北で「薪・里山シンポ
ジウム」開催

再生可能エネルギー固定価格買
取制度始まる

2013
10月、シンポジウム「里山管理
を始めよう」開催

林野庁「森林・山村多面的機能発
揮対策交付金」始まる 
新書「里山資本主義」ブームに

2014 ３月、「現代版里山」終了
1月、農水省本館に薪ストーブ設
置

2014年1月
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おしまい
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大阪で薪ストーブはアリか？
自分の経験を元に考えます

導入の経緯
• 長野県の某ロッジで出会いノックアウト

• 自宅を新築する事に

• 設計士さんに冗談で話を持ちかけると大乗り気

• 某自然史博物館の学芸員氏も「当然つけるでしょ」

• 近所に煙突を発見

• 金銭感覚がマヒしてGO!

下準備

• 床の補強

• 耐熱壁の設置

• 煙突用めがね石の壁への埋め込み

今日の薪ストーブ
• ネスターマーティンS-33

• 最大出力10321kcal/h→暖房面積130m2（カタログ値）

• 燃焼効率80％

• クリーンバーン方式（針葉樹も燃料に）

• EPA認証

立地条件
• 三島郡島本町

• 名神高速、国道171号線、新幹
線、JR、阪急が、幅1.5km程の
市街地を通過する交通の要衝

• 人口約3万人

• 人口密度：1830人／㎢

• 町域の7割が山林

薪の調達
• 市販品（¥25000-30000/m3＋送料）

• 森林整備活動に参加し安値で譲ってもらう
（¥12000/m3、薪割り機レンタル代を含む）

• 切った庭木をもらってくる（¥0/m3）

• 建築廃材をもらってくる（¥0/m3）
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消費エネルギー量
• 運転期間：11月中旬～3月下旬（120日程度）

• 起床時に点火し10～11時まで投入。18時頃再

点火、23時～24時まで投入（1日10時間）。

最大能力の6割程度で運転と想定

• 7.43 x 106kcal = 10321 kcal/h x 0.6 x 10 h x 120 d

薪の消費量
• 里中（1963）によると材1.1gで針葉樹は4310cal、広

葉樹は4100cal発熱→1kgあたり3.8 x 103kcal

• ストーブの燃焼効率80%→1kgの薪から3.04 x 103kcal

• 計算上7.43/3.04 x 106−3＝2.44 x 103kg = 2.4tの薪が必要

• 実際、4～5m3の薪を消費。比重0.6とすると2.4～3.0t

里中聖一（1963）木材炭化の基礎的研究.北海道大学農学部演習林研究報告. 22: 609-814

ランニングコスト
• 薪→2014年▶¥68500（全量購入なら¥133000）、

2015年▶¥65000、2016年▶¥35000

• ファンヒーター：灯油→¥93000、ガス→¥90000

• 床暖房：ガス→¥54000

• エアコン：電気→¥69000

• 頑張れば、ガス床暖やエアコンと同程度か安くなる

設備コスト
• 炉台：¥175410

• ストーブ（含付属品）：¥348900

• 煙突：¥361500

• 工事費：¥255000

• 、クサビ、煙突ブラシ：¥50306

• 薪ラック：¥70506

設備コスト
• 炉台：¥175410

• ストーブ（含付属品）：¥348900

• 煙突：¥361500

• 工事費：¥255000

• 、クサビ、煙突ブラシ：¥50306

• 薪ラック：¥70506

計：¥1261622

経済性

• ランニングコストの低さで設備コストを賄うのは難しい

• しかし、経済効率はコストあたりの効用で計られるはず

• 暖房の効用：快適さ→快適さはケタ違い

• 薪集め・薪割り・煙突掃除などの手間ひま

• 手間ひまは無駄か？削った時間で何をする？効用では？
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大阪で薪ストーブはアリか？ YES

島本町には14本の煙突がある
→350軒に1本
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